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王子公園再整備
〜基本⽅針(素案)⾒直しに向けた意⾒交換会〜
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【意⾒募集の期間】
令和3年12⽉10⽇（⾦）〜令和4年1⽉17⽇（⾦）

【意⾒通数と件数】
①市⺠意⾒募集による市⺠の意⾒ 1,456通（5,632件）
②市⺠意⾒募集による市⺠以外の意⾒ 892通（2,747件）
③わたしから神⼾市への提案 1,026通（2,841件）
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【様々な観点から多くのご意⾒】
・ 動物や景観などへの影響を懸念する声
・ 王子公園への愛着などから既存施設の存続を望む声
・ 市⺠の声を聞かずに基本⽅針（素案）が策定されている
・ 基本⽅針（素案）の周知が十分でない
・ 市⺠意⾒募集の期間が短い 等々

「市の考え⽅」 「施設の⾒直しの⽅向性」
再検討
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１．⾒直しに向けた市の考え⽅
(1)再整備の背景、意義
(2)ゾーニングについて
(3)⾒直しの進め⽅

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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１．⾒直しに向けた市の考え⽅
(1)再整備の背景、意義
・多くの施設が⽼朽化しており、⼤規模修繕・更新が必要
・「原⽥の森」として育まれた歴史、神⼾を代表する景観

将来の世代へ確実に継承

持続可能な神⼾の発展
若年定住・交流⼈⼝の増加、都市ブランド向上
「市域全体への貢献」と「近隣地域への貢献」の両⽴
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１．⾒直しに向けた市の考え⽅
(2)ゾーニングについて

・ 誰もが憩い、くつろげる一般に開放された空間を拡大
(現在は有料の施設が多く、一般に開放された空間が点在)

・ 物理的つながり、視覚的な拡がりの確保を重視

より開放的な公園として再整備を目指す
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１．⾒直しに向けた市の考え⽅
(2)ゾーニングについて

・平⾯駐⾞場を⾒直し「緑の広場」を整備
・スポーツゾーンは、王子公園北側の既存施設と集約

効率的な⼟地利⽤でまとまった空間を創出
新スタジアム周辺に多目的広場や新たな施設などを整備

多目的に使える広場を南北にバランスよく配置
一般に開放された空間を拡⼤
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１．⾒直しに向けた市の考え⽅
(2)ゾーニングについて

・大学の「オープンスペース」と「緑の広場」を一体化
開放感のある魅⼒的な空間を創出

・駐⾞場は、補助競技場の位置に変更、進⼊路を東側に変更
従来の進⼊路を歩⾏者専⽤の空間に整備

各ゾーンを結ぶ緑の景観軸の形成（シンボルプロムナード）
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至・灘駅

王子スタジアム
王子動物園

神⼾⽂学館

テニスコート

旧ハンター
住宅

補助
競技場

体育館

プール

駐車場
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現 状 一般開放された空間
一般開放に準じた空間
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至・灘駅

王子動物園

神⼾⽂学館

体育館
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大学

新スタジアム

一般開放された空間
一般開放に準じた空間

一般開放の
時間を設定

オープンスペース

再整備
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１．⾒直しに向けた市の考え⽅
(3)⾒直しの進め⽅

①市⺠の皆さまから直接ご意⾒やご提案をいただきながら、
基本⽅針（素案）の⾒直しを進める。

本⽇の意⾒交換会
②検討状況は、広報紙KOBEや市ホームページなどを活用し

適宜、市⺠のみなさまと共有していく。
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２．各施設の⾒直しの⽅向性
再整備 ：王子公園内に従前の施設をリニューアルするもの

代 替 ：王子公園外に従前と同等の施設を確保するもの

機能確保：王子公園内に概ね従前の機能を確保するもの
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施設番号⑤⑫⑭
●動物園・遊園地(再整備)
動物園と遊園地をあわせて、現
在と同程度の敷地⾯積を確保

●駐⾞場(再整備)
動物や景観に配慮し、補助競
技場跡地に整備
屋上の一部をスポーツゾーンとし
て活用

①② ③④ ⑧⑦ ⑨⑩
➅

⑪

⑬

⑮
⑯

新駐車場

➄

⑫
⑭

動物園・遊園地

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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施設番号⑤⑫⑭
●駐⾞場への進⼊路
進⼊路を園内東側に変更
（現在の遊歩道は確保）

●現在の進⼊路
緑の広場から続く歩⾏者専用
空間として整備（シンボルプロ
ムナード）

①② ③④ ⑧⑦ ⑨⑩
➅

⑪

⑬

⑮
⑯

駐車場

ｼﾝﾎﾞﾙﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ

緑の広場

進入路➄

⑫
⑭

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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現在の駐車場（スタジアム前）
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現在の南北道路
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①② ③④ ⑧⑦ ⑨⑩
➅

⑪

⑬

⑮
⑯

➄

⑫
⑭

大学

施設番号（なし）
●⼤学 (新設)
・ 敷地⾯積を当初素案の
約４haから約3.5haに変更

・ 若年定住・交流⼈⼝の増加
と都市ブランドの向上

・ 「市域全体への貢献」と「近
隣地域への貢献」の両⽴
⼤学誘致は有⼒な施策

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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神⼾市住⺠基本台帳より（各年３⽉末時点の⼈⼝）

直近10年間の市の⼈⼝推移
・全市⼈⼝は約４万⼈減少
・⽣産年齢⼈⼝(15〜64歳)は約８万⼈減少
・若年⼈⼝(15〜34歳)は約４万⼈減少
⇒若年⼈⼝の減少が顕著

199,576 194,366 186,995 177,351 

333,109 319,122 306,606 293,360 

643,029 620,350 611,300 606,156 

374,920 410,833 427,956 433,837 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

H25 H28 R1 R4

神⼾市⼈⼝推移

0-14歳 15-34歳 35-64歳 65歳以上

1,532,8571,550,634 1,544,671 1,510,704

生産年齢人口

若年
人口 若年⼈⼝の流⼊対策が必要

⼤学誘致の必要性
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⼤学進学時の流⼊・流出者数
・京都府︓約19,000⼈の流⼊超過
・⼤阪府︓約 8,900⼈の流⼊超過
・兵庫県︓約 2,700⼈の流出超過

・地元の高校生の県内定着
・優秀な⼈材の確保 が必要

⽂部科学省「学校基本調査」（令和３年度）

35,049 

56,375 

27,050 

(15,965)

(47,469)

(29,769)

(60,000)

(40,000)

(20,000)

0

20,000

40,000

60,000

大学進学時の流入・流出者数

流入 流出

京都府 大阪府 兵庫県

⼤学誘致の必要性
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＜⼤学に期待するもの＞
「市域全体への貢献」
〇まちの質・くらしの質・都市ブランドの向上

優秀な⼈材の確保・育成・輩出
イノベーション機能の強化
国際性・多様性の創出により、都市ブランドの向上

〇⼈⼝誘因・経済効果 等

持続可能な神⼾の発展に寄与
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○⼤学発アーバンイノベーション神⼾
神⼾市の地域課題、⾏政課題の解決等を⽬的とした
若⼿研究者の研究活動を⽀援（【実績※】R3︓８件 R2︓14件）

※神⼾市内の大学の採択数

イノベーション機能の強化
まちの質・くらしの質・都市ブランドの向上

＜事例＞
「すいすいコイン」実証実験
地域デジタル通貨による地域コミュニティ再構築
および経済活性化に関する効果研究
対象地域︓⽔道筋商店街周辺
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市域全体への経済効果
3,500⼈規模の大学を

誘致した場合
直接効果︓ 90億円
総合効果︓135億円

3,500人
70,837人×

平成25年度の調査分析によると、市内
大学・短期大学の活動に伴う効果は、
直接効果︓1,835億円
総合効果︓2,747億円

※ 学⽣数︓70,837⼈
※ 附属病院の効果は含まない
※ 但し、それぞれの効果には一部

神⼾市外への経済効果も含まれる

※ 附属病院の効果は含まない
※ 校舎等の新築費は含まない
※ 但し、それぞれの効果には一部

神⼾市外への経済効果も含まれる

直接効果 …「教育研究活動」「教職員・学⽣の消費」など
総合効果 … 直接効果＋間接効果（消費増加により新たに誘発された⽣産）

出典︓公益財団法⼈神⼾都市問題研究所,「市内⽴地大学等が神⼾
市域に及ぼす経済波及効果分析」,季刊都市政策 第158号 22
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＜⼤学に期待するもの＞
「近隣地域への貢献」
〇地域商業などへの経済効果

学⽣・大学関係者など、昼間・夜間⼈⼝の増加
王子公園駅の利用者の増加

〇地域の賑わいづくり
大学の担う使命の１つ「社会貢献」
学⽣の地域活動への参加、担い⼿不⾜の解消
学びなおし（リカレント教育）の機会の提供

地域内の
集客⼒の向上

生活の質の向上等
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⼤学生の社会貢献、地域活動への参加

ワクチン接種(お助け隊)

市内の大学⽣等が
ワクチン接種予約をお⼿伝い

神⼾こども
宅⾷プロジェクト

(BE KOBEミライPROJECT)

困窮子育て世帯に食品等を
届ける「こども宅食」の実施

高齢者向けスマホ教室
(NPO法⼈コミュニティ
サポートセンター神⼾)

地域で孤⽴しがちな⾼齢者向けの
スマホ講座や悩み事相談を実施
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近隣⼤学のリカレント教育（主な事例）
〇【甲南⼤学】法務リカレントプログラム

企業活動を⽀える法制度・法務に関する専⾨的知識や、⾃治体で必要とされる
政策法務・公共法務などの学びを提供

〇【甲南⼤学】ソーシャルビジネス・アントレプレナー育成プログラム
地域社会のためのスモールビジネス実践型プログラムを提供
※基礎コース︓事例を学びつつビジネスプランを考える
※実践コース︓ビジネスの実現をハンズオン教育で⽀援

〇【神⼾⼤学】⾷農ビジネスキャリア形成プログラム
食と農の分野で新しいキャリアのスタートを⽬指す⼈に学び直しとマッチングの機会を提供
（ラーニング、ジョブリサーチ、キャリアサポート）

〇【兵庫県⽴⼤学】DX⼈材育成プログラム（仮称）
中小企業のＤＸ⼈材育成を⽬的とした「データサイエンス」や「デジタルマーケティング」プログラムを提供
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施設番号⑥⑮
●スタジアム(再整備)
・ フィールド及び練習用400m
トラック(４レーン)整備
・ 一般開放の時間帯を設定
●テニスコート(代替・再整備)
・ ポートアイランドに６⾯新設
・ 王子公園内(スポーツゾーン)

に２⾯確保

①② ③④ ⑧➄
⑦ ⑨

⑫

⑩

⑪

⑬

⑯

⑭

屋上利用ｽﾀｼﾞｱﾑ ➅

⑮

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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施設番号②④⑧
●ちびっこ広場・わんぱく広場(再整備)
・ スポーツゾーン内で一体的に整備し、

機能を充実(新たな遊具、広場等)
●補助競技場(機能確保)
・ 緑の広場やスポーツゾーン内に多⽬

的に使える広場を整備
・ 新スタジアムで一般開放の時間帯を

設定

①
③

⑦ ⑨

⑫

⑩
➅

⑪

⑬

⑮ ⑯

⑭

屋上利用ｽﾎﾟｰﾂｿﾞｰﾝ内

緑の広場

②
④ ⑧➄

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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資料４公園機能（イメージ）
健康遊具

🄫㈱コトブキ 🄫㈱コトブキ

🄫㈱コトブキ 🄫㈱コトブキ🄫㈱コトブキ

複合遊具

3×３（バスケットボール）
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資料４スポーツクライミング機能（イメージ）

ボルダリング

クライミング

🄫㈱コトブキ
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施設番号⑪
●プール(50m・25m)(廃止)
・ 新ポートアイランドスポーツセン
ター50mプールの可動床の導⼊

・50m・25mプールのレーン増設
により、一般利用を促進

●プール(幼児⽤)(機能確保)
・「緑の広場」に⽔遊びができる
親⽔施設を新設

①② ③④ ⑧➄
⑦ ⑨

⑫

⑩
➅

⑬

⑮
⑯

⑭
親水施設

⑪

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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施設番号（なし）
●緑の広場(新設)
・ 誰もが憩い、くつろげる一般に開放され

た空間
・ 「緑の広場」として位置づけを明確化
・ ラジオ体操、地域活動、大学との交流

などに活用できる多⽬的な芝⽣広場
・ 子どもたちが遊べる遊具や⽔遊びの
できる親⽔空間 など

①② ③④ ⑧➄ ⑦ ⑨

⑫

⑩
➅

⑪

⑬

⑮ ⑯

⑭
緑の広場

２．各施設の⾒直しの⽅向性
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施設番号⑨⑩
●相撲場(廃止)
・ 王子公園外の既存施設を活用

●登山研究所(再整備)
・ スポーツゾーン内で移転整備

２．各施設の⾒直しの⽅向性

①② ③④ ⑦

⑫

➅

⑪

⑬

⑮
⑭

ｽﾎﾟｰﾂｿﾞｰﾝ内
進入路⑨⑩

⑯
⑧➄
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施設番号
①体育館 (存続)
③弓道場(近的・遠的) (存続)
⑦旧ハンター住宅 (存続)
⑬神⼾⽂学館 (存続)
⑯原田児童館 (存続)

②
④ ⑧➄ ⑨

⑫

⑩
➅

⑪
⑮

⑭

①
③

⑦

⑯

２．各施設の⾒直しの⽅向性

⑬
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資料４⾒直しに向けたゾーニング（案）

動物園ゾーン
約 8 ha

動物園ゾーン
約 8 ha

大学ゾーン
約 3.5ha

大学ゾーン
約 3.5ha

新スタジアム
予定地

大学誘致
予定地

神⼾海星⼥⼦
学院大学

神⼾市⽴
上筒井小学校

神⼾市⽴
葺合高等学校

神⼾海星⼥⼦学院
中学校・高等学校

緑の広場
約 1 ha

緑の広場
約 1 ha

主な歩行者動線主な歩行者動線

駐車場
約 0.7 

ha

駐車場
約 0.7 

ha 駐車場進入路駐車場進入路

主な歩行者動線主な歩行者動線

スポーツゾーン
約 ５ha

スポーツゾーン
約 ５ha

神⼾市⽴
福住小学校

当初の素案
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